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講演内容

１ 省エネ法の概要

２ 建築研究所と省エネルギー基準との関係

３ 省エネ基準に関連した評価技術開発の例

４ 評価方法の簡易化に関する取り組み
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省エネ法の概要
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省エネ基準の変遷
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建築物省エネ法の評価枠組み
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日本の最終エネルギーの推移
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平成31年（2019年）1月18日, 社会資本整備審議会第43回建築分科会 参考資料より抜粋



建築物省エネ法の改定概要
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平成31年（2019年）11月8日, 社会資本整備審議会 第19回建築環境部会 資料より抜粋



建築研究所と省エネルギー基準との関係
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省エネ基準の評価に関する解説書
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全637頁 全1082頁

監修 国土交通省国土技術政策総合研究所, 独立行政法人建築研究所（当時）
編集 平成25年住宅・建築物の省エネルギー基準解説書編集委員会



建築研究所内における省エネ基準のページ
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計算方法を記した仕様書のサイト
（http://www.kenken.go.jp/becc/house.html）



エネルギー消費性能計算プログラム
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左上：非住宅系計算プログラム
右下：住宅系計算プログラム



省エネ基準に関連した評価技術開発の例
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実働性能とは？
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異なる用途・方式の住宅設備（躯体）性能の比較
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機器ごとの評価

機器ごとの評価

用途・方式によらずエネルギー消費量という
評価軸による横並びの評価

ガス石油燃焼給湯機

CO2ヒートポンプ給湯機



熱源機の実働性能評価
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AE法用チャンバ 床暖房模擬負荷

環境試験室実験

室外機設置状況

室内状況



住宅における給湯の年間エネルギー消費量の計算結果例
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※地域区分6地域、床⾯積120.08㎡の場合



ビルマルチ実働性能実験

17事務室（西）＋会議室（東）の試算例



非常に複雑なシステムの評価（コージェネレーション）
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図：コジェネレーションシステムの概要
[出典]一般社団法人日本ガス協会：ガスコージェネレーションシステムのご案内

写真：実測対象CGSと電力測定の状況

図：作成した計算フロー



評価方法の簡易化に関する取り組み
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説明義務と着工棟数
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断熱材の仕様から簡単に部位の熱性能を調べる取組
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外皮平均熱貫流率を計算する簡易シート

22

部位の性能の入力欄



WEBプログラムにおける外皮の簡易評価
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エネルギー消費性能を評価する簡易シート
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暖房設備

冷房設備

換気設備

照明設備

給湯設備

集計

設備ごとに定められたポイントを合計する



エネルギー消費性能を評価するWEBプログラム（簡易入力版）
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モデル建物法入力支援ツール
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フロア入力法
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本来であれば１住戸ごとに評価すべきところ
↓

１フロアごとの仕様により評価
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